
に、中国人が半分大学におるんですね。それでそ

の中国人と非常に交流を深め、お互い保証したり

留学したりやってるんですけども、これを見ます

と、愛知大学がこれから現代中国学部を中心にし

て中国に進出し、さらにアジアに飛躍するという

ようなことも考えておられる。そういうことから

見ますと、大学を I つ、先ほども言いましたよう

に大きな大学ということじゃなくて、 l つの学部

ぐらいから始めてやってけばいいんじゃないか

と。今の理念からしますと、やっぱり私共も満州

から引き揚げて愛知大学に l l 人入ったんですけ

ど、その頃から日中友好をしたいと。そうしたら

たまたま東亜同文書院から来られた方もみなそう

いうことを考えておられるから、全く考え方は同

じです。確かに建国大学の場合は学生は l I 名お

りますけども先生はいらっしゃいません。学校が

新しいですから、帰られてから他の学校へ就職さ

れた方が大部分で、愛知大学に就職された方はな

いです。しかしそれはあまり関係ないと思うんで

す。やっぱり理念が同じであればいいんじゃない

かと。最初確かに京城帝大の先生方が東亜同文書

院の方と同じぐらいいらっしゃいますので、確か

に高井さんがおっしゃったように京城帝大がな

かったらできなかったろうというのはわかるんで

すけど、やっぱり作ったのは今おっしゃった東亜

同文書院の本問先生以下の皆さんの努力に尽きる

と思いますね。私の親父も愛知県ですから皆さん

が努力したことをよく知ってる。それでお前もシ

ベリアから帰ったから愛知大学に行ったらどうか

と言われて私は来たわけです。

そういうような意味で戦争直後、ご承知のよう

に東亜同文書院にしても建国大学にしても、これ

は日本のアジア戦略のための先兵というようなこ

とで中国側は認識してるんですよ。必ずしもそう

じゃないかも知れませんけど中国側はそういうふ

うに認識してます。だから戦後始まった頃にはま

だ若干遠慮、ということもあったかと思いますけれ

ども、最近の愛知大学の中国の活動を見ますと、
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もうそういうことから抜き出ておりますので、あ

まり心配せずに東亜同文書院、それからわれわれ

が母体だということでやっていただいたらいいん

じゃないですかね。というふうに思います。以上

です。

【司会】 はいどうぞ。

【平田】 今日の案内をいただ、いた時にパンフレツ

トに「ルーツ校 5校」とあったので、今まで、ずっ

と東亜同文書院と聞いておって、そして風が変

わったのかなという感じをちょっと受けたんです

ね。実際は先ほど大島先生が言われたように、東

亜同文書院大学というのは廃絶されているわけで

すね。継承してはいないわけで、まあ伝統とか考

え方、あるいは建国大学なり東亜同文書院なりの

民族の相互尊重というようなことを継承はして

おっても、先ほど誰の手柄かというような話があ

りましたけれども、手柄の順番でじゃあ 6校目の

ルーツもあるはずだというふうなことになります

ので、愛知大学の東亜同文書院大学記念センター

という名前で今日もご案内があったわけですけど

も、あそこに東亜同文書院大学記念センターと

あって、他のルーツ校ではなくてただ東亜同文書

院とあるわけですから、一般の方は変わったのか

なと。ず、っと長いあいだ東亜同文書院大学を継承

したというふうに言われてきて、今案内にルーツ

校というのがいきなり 5校出てくる。私達は当然、

こういう形でみんな集まってお互いに協力し合っ

てできたと知ってましたけども、あらためてルー

ツ校 5 校というタイトルが出てきますと、記念セ

ンターが何か風が変わったり、あるいは考え方が

変わったのかなという先ほどの私共の質問にもつ

ながると思いますが、いかがでしょうか。

【小崎】 東亜同文書院大学がルーツ校であること

は間違いないです。本間さんは最初は東亜同文書

院大学の名前を使おうとしたんです。ところが

GHQ が東亜同文書院というのはもう閉校になっ

てる、それを今生かそうというのはけしからんと

いうので、本間さんがいろいろと努力されてる出
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先にみんな付いて回ってそれを全部つぶそうとし

たんです。それで愛大と同文書院とは関係ないん

だという建前にして本間さんはこの大学を作る努

力をされたわけです。だけど、陰で、はやっぱり東亜

同文書院というものがなかったら愛知大学は絶対

できなかったということを何回も言っておられ

る。その問題が消えて愛知大学は今日の隆盛を果

たしているから、もう東亜同文書院をルーツ校と

して堂々と表へ出していいわけです。他の学校を

そのまま入れるとそれは違います。それで今日の

テーマで他の学校をルーツ校に入れるというのは

ちょっと語弊があったと思います。そうじゃなく

てあくまでも東亜同文書院が中心です。それは間

違いないところです。

【司会】 まあ主催者の記念センターとしては、も

ちろん東亜同文書院がベースであるということは

前提の上で、当時それ以外の学生の方々も来られ

たと。全部で 80 何校あるわけですから、そうい

う意味で 5校というのはおかしいじゃないかとい

うことですけど、特別にその中でお招きした方が

5校というわけで、ちょっと一般的な表現で言う

と誤解を招くかも知れない。だけどまあ直接的に

は今日は 5校と。文章の下のほうの案内文を見て

いただきますとその辺のところは少し細かく書い

てございますので、まあ大きなタイトルだけ見る

と今のようなご意見が出るかも知れませんが、わ

れわれは別に変節をしたわけではないということ

です。あといかがでしょう。まだ発言されてない

方と言うと。はいどうぞ。

【奥田】 今お話された先生のことに関連するんで

すけども、当時はこの愛知大学を国立で作ろうと

されたと。それで先ほどおっしゃったように、

マッカーサーの GHQ が駄目だと言ったから仕方

なしに私立大学に作られたというふうに聞いてお

ります。私は別にこの 5 つの学校とも愛知大学と

も関係なく、戦前から名古屋にあった専門学校、

昭和 24 年に新制大学になった学校の卒業生です

けども、結局 8 月 15 日で海外にいらっしゃった

方が、大学にいて中途で退学、ということはない

んでしょうけど学校が廃校になっちゃったわけで

すから、当然東亜同文書院大学の先生なり学生さ

んがずいぶん多かったかも知れませんけども、

さっきからお話が出たように朝鮮にも現在の韓国

にも、台湾にも、他にもいっぱいあって今日聞い

て勉強になったんですけれども、そういう学生さ

んが結局その大学の l 年生なり然るべきところで

中退みたいな格好になっても卒業されるために入

られたというふうに聞いたんですが、そういう形

と違ってあくまでも東亜同文書院大学のために作

られた愛知大学だ、ったんでしょうか。その点だ、け

ちょっと聞いてみたいなと思って質問させていた

だきました。

【小崎】 国立大学にするつもりは全くなかったで

すね、初めから。本問先生にはそういう気持ちは

全くありませんでした。むしろ私立大学だからこ

そ優秀な大学になり、また優秀な学生を集めるこ

とができるという信念を持っておられました。そ

れで東亜同文書院大学が中心になってこの大学を

作ったんだけれども、もちろん他からもいくらで

も入ってもらいたいという気持ちでおりましたか

ら、そこには制限は全くありませんでした。そう

いうことです。

【司会】 はい。ということでよろしいでしょうか。

はいどうぞ。

【質問者】 私は愛知大学の卒業生ですが、豊橋で

授業を受けたことはありません。入学から卒業ま

で名古屋でした。残念ながら園部先生のお父様の

講義を聞くことはありませんでした。しかし園部

先生のお弟子さんで台北帝大の法文学部出身の方

が行政法の講座を担当しておられて、その先生の

講義を聞きました。それで園部先生にお聞きした

いのは、旧制高校と新制の制度と、全く違うわけ

ですが、園部先生は旧制高校をどのようにお考え

か、どのように評価されているのか、先生の旧制

高校についてのお考えをちょっとお伺いしたいの

ですが。
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【園部】 先ほどそのお話もちょっとしょうかと

思ったんですが時間が無くて。まあ懐古趣味とい

うことではございませんが、今の日本の教育制度

というのはアメリカの制度を非常に短い期間に大

急ぎで入れたと。本当に今のような 6 ・ 3 ・ 3 ・

4 の制度が日本の教育制度にぴったり合ってたか

どうか、これは誠に疑問でございます。私はそう

思ってます。しかしまあこれだけいろいろと変え

られてこんなに長く 50 年も続いた制度ですから、

それは何とかして維持していく必要があるので

しょうけれども、たとえば旧制の高等学校という

のはアメリカで言うとカレッジに当たるわけなん

ですね。私も 2 年ほどアメリカに留学しておりま

したけど各大学にカレッジを作って、そこではあ

まり専門に分かれず、できるだけ自由な「リベラ

ルアーツ」という名前が付いておりました。これ

は正に旧制高校の理念と少しも変わらないので

あって、アメリカ自身はそういう旧制の、昔の日

本のカレッジ的な制度を維持しておきながら、日

本にはいきなり 6 ・ 3 ・ 3 ・ 4 ということで、 4

の部分をアメリカのカレッジではなくて専門と一

般教養とを一緒にしたような学部を作ってしまっ

て、そこからいろいろのところへ出ていくと。そ

れで各県に全部国立の大学を作りました。果たし

てこれも良かったのかどうか。そんなにたくさん

日本に大学を作ってどうするのだという問題もあ

ります。

日本は新しいものを作る時はできるだけ平等に

たくさん作らなきゃいけないという考え方があっ

て、たとえば私の関係で言えば法科大学院という、

アメリカで言うとロースクールで、これもアメリ

カの真似をして作りましたが、私はせいぜい 30

ぐらいでいいと。アメリカだって全体の割合から

言えば各州に l つ大きなロースクールがある程度

なんだから、そんなにたくさん作ることないと

言ったのに 74 も作ってしまって、実際には非常

に経営困難に陥ってるところがある。教育という

のは民主的にたくさんのものを作って多くの人が
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受けられるようにすることも大事ですが、今の予

備校の制度とかいろんな進学校とかを見ておりま

すと、結局競争、競争で、いろんな大学の中でさ

らに選択していくというようなことでは困る。

やっぱり私は昔の旧制高校のような、自由で雰閤

気のいい高等学校、大学予科というものをもっと

維持すべきではなかったかと思います。

どうして旧制高等学校の校長会議で高等学校を

廃止するということを唯々諾々と受けて、全然反

対運動が表には出なかったかというのは不思議な

話ですけど、たとえば一高から八高まで見てみま

すと、一高の先生は東大教授になるわけです。三

高の先生は京大教授になる。ところが四高は金沢

大学というできるかできないか分からないような

大学だったし、他もみんな五高だと熊本大学、七

高だと鹿児島大学になるというと、これは先生方

の中でもだ、いぶ違和感があったんじゃないかなと

いう感じは致しますけども、これであれよあれよ

と言う聞に旧制高校を廃止してしまった。私はや

はり大学の制度というのはいわゆるリベラルアー

ツの、ゆっくり勉強できるチャンスというものを

与える日本の制度で進めるべきではなかったか

と。愛知大学の場合には戦後に新しい大学予科と

いうのを作って、その大学予科の制度を維持して

いけばよかったんじゃないか。これは結局新制で

はありましたけどそれはつぶれてしまった。私は

そういう意味では日本の学校制度というのはやっ

ぱりどこか歪みがあるんじゃないかなと思ってお

りますが、これはまあミミズのたわごとみたいな

もんで、今頃そんなこと言ってもしょうがない

じゃないかと言われますけど。しかし教育制度と

いうのはもっと長い時間をかけてゆっくり考えて

作るべきで、その点では愛知大学というのは建学

の理念というものを戦後に作って、そのルーツが

東亜同文書院か京城帝大か、それはいろいろある

かも知れませんけれども、やっぱり 1 つの国際的

な感覚を持った大学を作ろうという理念によって

できたわけですから、ぜひそういう形での建学の
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理念を続けていっていただきたいと思う次第であ

ります。どうも。

【司会】 はい、どうもありがとうごさ守いました。

だいぶ時間が押してまいりました。そこで最後に、

流れの中でまだご発言のチャンスがありませんで

した谷先生と奥田先生に一言ずつ、愛知大学に期

待するというあたりのところで短めにご発言いた

だけますか。まず谷先生のほうからお願いします。

【谷】 先ほどしゃべらせていただきました谷で

す。昭和 25 年に愛知大学を卒業してから、同窓

会活動はやらせていただきましたけども、大学そ

のものとの関係と言いますと、私が名古屋地検に

勤務しておった当時、愛知大学の学生と卒業生に

対して、司法試験に合格するように車道の教室で

1 年間講義をさせていただいたという程度でし

て、これからの愛知大学をどうすべきかというよ

うな大きな口を叩けるような者ではございません

が、やはり特色を出すと言うならば、現代中国学

部みたいに I つの語学を中心とした特色のある大

学を作られるように努力をされるのが、このよう

に大学がいっぱいある中ではやはり必要なことで

はないかというように思っておる次第です。失礼

しました。

【司会】 はい、ありがとうございました。奥田先

生一言しゅ＝がでしょうか。

【奥田】 先ほど最後のほうにお話ししましたよう

に、私は朝鮮におりました。当時は本当に不勉強

で、今から思えばまだ子供だったと思うんですけ

ども、国家総動員法とかいったあの頃の戦時教育

にどっぷり浸かっていました。司馬遼太郎が『坂

の上の雲』で国家というものの重さということを

盛んに説いてますね。今思うと、本当に国という

ものがず、っしりとわれわれの肩と言うか、生活の

隅々までのしかかってきた非常に息苦しい生活、

個人の圧殺されたああいう時代はやっぱり嫌だ、っ

たなあと思います。そういう中に浸かつてて朝鮮

の人達のことをほんとに考えたこともなかったの

で、戦後帰ってきて新しい教育を受け、朝鮮の人

と仲良くしなきゃいけないということを思い始め

てから、朝鮮で長いあいだ朴政権や全斗換の軍事

独裁政権が続きました時に、金大中を始めとして

民主化運動に全てを捧げられた方々によって、今

のように非常にデモクラティックな、われわれ日

本人と価値観を同じくする新しい韓国になったの

を非常に嬉しく思います。韓国の人達との交流と

いうのは非常に身近に感じるんですけど、最後に

はやっぱり友好と平和ということになります。そ

の格好の素地は先ほど来おっしゃってた建学の精

神です。愛知大学はそこに活路と言うか希望を見

出す、それしかないんじゃないかなという感じが

しております。もうわれわれの時代じゃないです

けれども、これからの大学、これからの若い人達

はそこをやっぱり志向していただきたいなと。大

それたことを申し上げまして失礼ですけれども大

学の繁栄を祈念したいと思います。どうも失礼し

ました。

【司会】 はい、どうもありがとうご、さやいました。

予定した時間を少し過ぎておりますが、

【高井】 ちょっと最後に 2 ～ 3 分。先ほど大島先

生その他の方々からいろんな趣旨で、今までの東

亜同文書院大学のルーツの継承校であることの方

針を変えたのかというようなお話がありましたけ

ど、私が同窓会活動をやってきまして、建国大学

等の付き合いがあったり、京城帝国大学の付き合

いがあったり、それから 30 いくつの旧制高校の

方々との交流があったりした中で、愛知大学はア

ジアへの足場がいっぱいあるんだということを宣

伝しまくることが大事だということを痛切に感じ

ております。それはこの『東京支部五十年史』の

中にちょっと書いてましたけども、私達寮歌祭に

参加する活動の中で、旧制高校あるいは旧制大学

予科の連中に愛知大学の認識をこじ開けてやっと

こさ認めてもらったという思いが強いわけです。

そういう中で新しい愛知大学が今度は笹島にでき

ると。しかもアジアに情報発信するということか

らすれば、 5 つの学校では少ないので、 80 のルー
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ツ校があると言うべきだという、まあこれはプロ

パガンダの世界でありますが、そういう思いがも

のすごく募っております。

さらに愛知大学は、豊橋あるいは車道あるいは

三好にあって、今度は笹島に行くわけですね。そ

ういった中で豊橋のルーツはきっちり守った上

で、やっぱりアジアへ突進していかなきゃしhかん

のじゃないかと。いつまでも総合大学ではいけな

いというふうに思ったりしておりますが、総合大

学でもいいから、法律と中国に強い、あるいはア

ジアに強い大学だということを徹底的にやるの

が、愛知大学の今までの先輩達、あるいは本問先

生、あるいは東亜同文書院の方々が苦労なさった

ことに報いることだろうし、生きる道だろうと

思ってます。それが世界平和につながるだろうし、

日本の立場を平和につなげる最大のことだろう

と。その中で思うのは、われわれが各校に宣伝す

る時に「どこにあるんだ」と言われて、車道にも

あります、豊橋にもあります、笹島にもあります

というのはなかなか辛いことなんですよ。豊橋を

がっちりして、名古屋校舎でガンガンやってくこ

とが必要だと。それだけアジアについてガンガン

やらなきゃいかんと。それが愛知大学の生きる道

だろうと思ってます。

たとえば 29 年卒のわれわれの同窓会あるいは

東京支部長の先輩が言いました。「お前は愛知大

学だろう。中国に強いだろう。じゃ台湾に行け」

と。こうやって台湾の支店長になったそうです。

愛知大学出てれば中国に強いだ、ろう、中国語もで

きるだろう、中国が分かるだろうと。経済学部を

出ょうが経営学部を出ょうが、現中はもちろんの

こと、どこを出ょうが愛知大学は中国に強いとい

う方向性を持った大学であるということで、しか

もアジアに徹底的に売り込む。ここにいらっしゃ

る谷藤助さんが悔しがってるのは、俺のあとに検

事が誰も愛大から任官されてない。小崎先輩が悔

しがってるのは、愛大から外交官試験に受かった

やつがその後続いてない。司法試験はいっぱい続
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いておりますが、そんなものじゃなくて、各省庁

で愛知大学の先輩がおれば、「あいつに聞けば中

国のことは何でも分かる」と。だから厚生労働省

で中国のことを知りたければ愛大の生徒を採れば

いいじゃないかということになるというようにど

うしてしないんだと。これが私の敬愛する愛知大

学ロースクール初代院長の新堂幸司が私にけしか

けております。「どうしてそんな愛大のいい特色

を持ってどうしてそういうことをやらないんだ」

と。国家公務員試験を受けさせて、各省庁に送り

込んで、愛知大学の出身者を中国全部、マイナー

かも知れませんよ、それはアメリカと比べて。た

とえばアメリカ大使館の一等書記官になるのはア

メリカがいいかも知れません。マイナーな中国か

も知れません。韓国かも知れません。それから台

湾かも知れませんし、東南アジアの他のベトナム

かも知れません。モンゴルはマニアとは言いませ

んけども、そういったところに愛大がじゃんじゃ

ん送り込めるような立派な大学になるべきだと私

は確信しておりまして、そういった面で寮歌祭を

やってきましたし、寮歌祭の連中と胸を張って

やってきました。そういう思いで今日も 5 つの各

校の方々に来ていただくようなエネルギーが持た

されておることを披露しまして、私の最後の挨拶

とします。ありがとうございました。

【司会】 はい。今日は正面に佐藤学長もお座りか

と思いますので、いろいろお話を参考にしていた

だしーたらというふうに思います。高井さんの先ほ

どの発言で一応まとめにさせていただきたいと思

います。ということで今日は長時間にわたりまし

ていろいろありがとうございました。厚くお礼を

申し上げます。じゃあこれにて終わりとさせてい

ただきますが、このあとお腹の空いた方はリュミ

エールのほうで懇親会を用意しておりますので、

ぜひそちらのほうへお出かけください。約 1 時間

の予定です。リュミエールは出て右のほうへ行き

ますと、 6 号館の短大のほうに近いです。案内を

担当の者がいたします。


